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１ イノシシの生態学的特徴と人間との関わり 

 

イノシシ（Sus scrofa  Linnaeus,1758）以下「イノシシ」という。）は、常緑広葉樹林、落

葉広葉樹林、里山の二次林、低山帯と隣接する水田、農耕地、平野部に生息する。雑食性で、

地表から地中にかけての各種の植物と動物を掘り起こして採食する。反芻胃は持たない。 

 出産期は春から秋で通常１年に１回出産するが、春の出産に失敗した場合や出産した子を失

った場合は、交尾期と異なる時期に再度発情が起こり、秋頃に出産することがある。妊娠期間

は約120日、多仔出産で、産仔数は環境（栄養条件）によって異なるが、野外での平均はニホ

ンイノシシでは4.5頭である。 

ユーラシア大陸に広く自然分布しており、古くから重要な食料として狩猟対象とされてきた。

古くから家畜化が進み、ブタ（Sus scrofa var.domesticus：イノシシが家畜化されたもの、

種としては同一）として、人間の移動とともにアメリカ大陸、オーストラリア大陸、その他島

嶼地域にも移入され野生化している。国内においても、古くから重要な狩猟資源として利用さ

れ、縄文時代の貝塚や遺跡から骨が発掘される。 

一方、基本的には里地里山の動物であることから、農業にとっては最大の加害獣であり、江

戸時代の中期には、大小の猪垣（猪土手）の構築、見張りや威鉄砲による追払いなどの様々な

対策が講じられ、各地に遺構として残されている。そのため、大きな捕獲圧のかかった種でも

あり、江戸末期には平野部と隣接する丘陵地帯から姿を消し、明治から大正にかけて、東北地

方の太平洋側では分布域がほとんど消滅した。 

しかし、その分布域も昭和中期から拡大傾向に転じ、現在もその傾向が続いており、平成に

入ってから被害量も急増し、全国の令和２年度の農業被害額は約 46 億円となっており、ニホ

ンジカに次いで大きな被害となっている。 

  



2 

２ イノシシの生息状況 

（１） 生息分布の推移 

県内のイノシシは、昭和54年（1979年）時点では中南信地域を中心に分布していたが、平成

15年(2003年)時点では北東部に分布を拡大し、現在はほぼ全域に生息している（図１）。 

 
図１ 県内のイノシシの生息分布 
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※ 県が実施した市町村、猟友会等へのアンケート調査及び狩猟者から毎年提出される出猟カレンダーから 

生息分布情報（5㎞メッシュ）を集計し作成 

 

  

平成28年（2016年） 令和３年（2021年） 

図１ 県内のイノシシの生息分布※ 
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 （２）大規模な猪垣の分布跡 
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図２ 県内の大規模な猪垣跡（浦山佳恵,1999：長野県自然保護研究所紀要第２巻） 
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３ 目撃効率・捕獲効率の推移 

県が狩猟登録者に配布し、報告された銃猟・わな猟に関する出猟カレンダーの記載内容を

もとに、平成 26 年(2014 年)度～令和３年(2022 年)度までの目撃効率（SPUE）、捕獲効率

（CPUE）を算出した。目撃効率、捕獲効率の算出方法を以下に示す。 

目撃効率は、狩猟者1人が1日あたりに目撃するイノシシの頭数、捕獲効率は狩猟者1人

が1日あたりに捕獲するイノシシの頭数を示し、生息密度の参考指標として用いている。 

 

  目撃効率(SPUE) ＝ 目撃数（目撃数+捕獲数）÷出猟人日数 

  捕獲効率(CPUE) ＝ 捕獲数÷出猟人日数 
 

表3-1 全県における狩猟（銃猟）の目撃効率・捕獲効率 

年度 
目撃数 

＋捕獲数 

目撃 

出猟人日数 

目撃効率

（SPUE） 

捕獲数 

（頭） 

捕獲 

出猟人日数 

捕獲効率

（CPUE） 

H26 1,563 6,255 0.250 833 25,587 0.033 

H27 800 5,482 0.146 339 21,350 0.016 

H28 1,723 7,456 0.231 586 25,986 0.023 

H29 2,314 6,794 0.341 767 28,364 0.027 

H30 2,035 7,874 0.258 643 26,829 0.024 

R01 964 6,489 0.149 318 22,072 0.014 

R02 765 6,576 0.116 316 26,756 0.012 

R03 833 5,512 0.151 309 21,603 0.014 
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図3-1 県全域における狩猟（銃猟）の目撃効率・捕獲効率の推移(※R03速報値) 
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表3-2 県全域における狩猟（くくりわな猟）の捕獲効率 

年度 

くくりわな猟 捕獲効率（頭／人日） 

捕獲数 

（頭） 
わな設置日数 

捕獲効率 

（CPUE） 

H26 10 18,199 0.0005 

H27 0 3,775 0.0000 

H28 185 120,392 0.0015 

H29 220 178,479 0.0012 

H30 377 224,927 0.0017 

R01 183 206,397 0.0009 

R02 116 167,114 0.0007 

R03 106 129,892 0.0008 

 

           図3-2 県全域における狩猟（くくりわな猟）の捕獲効率の推移 
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表3-3 地域振興局別 狩猟（銃猟）の目撃効率 
 

地域 

振興局名 

銃猟 目撃効率（頭／人日） 

H26 H27 H28 H29 H30 R01 R02 R03 

佐久 0.081 0.024 0.113 0.058 0.090 0.042 0.045 0.048 

上田 0.126 0.116 0.188 0.254 0.257 0.141 0.042 0.132 

諏訪 0.061 0.074 0.078 0.108 0.152 0.057 0.027 0.043 

上伊那 0.172 0.153 0.141 0.153 0.218 0.128 0.066 0.058 

南信州 0.209 0.106 0.142 0.114 0.195 0.133 0.106 0.130 

木曽 1.014 0.321 0.293 0.664 0.158 0.019 0.041 0.112 

松本 0.524 0.185 0.270 0.378 0.394 0.242 0.115 0.133 

北アルプス 1.132 0.785 0.871 0.724 0.917 0.449 0.327 0.391 

長野 1.222 0.991 1.063 1.342 0.850 0.511 0.515 0.672 

北信 1.530 1.065 0.957 1.768 0.552 0.817 0.719 0.743 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図3-3 地域振興局別 狩猟（銃猟）の目撃効率の推移 
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表3-4 地域振興局別 狩猟（銃猟）の捕獲効率 
 

地域 

振興局名 

銃猟 捕獲効率（頭／人日） 

H26 H27 H28 H29 H30 R01 R02 R03 

佐久 0.029 0.008 0.025 0.020 0.022 0.012 0.010 0.006 

上田 0.025 0.027 0.012 0.032 0.022 0.029 0.005 0.010 

諏訪 0.009 0.006 0.007 0.005 0.012 0.007 0.004 0.004 

上伊那 0.023 0.013 0.016 0.009 0.017 0.008 0.005 0.005 

南信州 0.045 0.024 0.035 0.016 0.023 0.007 0.014 0.011 

木曽 0.170 0.090 0.142 0.101 0.017 0.003 0.004 0.010 

松本 0.039 0.014 0.017 0.014 0.015 0.006 0.005 0.006 

北アルプス 0.169 0.075 0.038 0.042 0.056 0.027 0.021 0.034 

長野 0.125 0.082 0.049 0.103 0.062 0.055 0.057 0.056 

北信 0.223 0.267 0.241 0.254 0.101 0.115 0.164 0.158 
 
 

 

図3-4 地域振興局別 狩猟（銃猟）の捕獲効率の推移 

  

0.000

0.050

0.100

0.150

0.200

0.250

0.300

H26 H27 H28 H29 H30 R01 R02 R03

年度

捕
獲
効
率
（
CP
U
E）

（
頭
/人

日
）

佐久 上田 諏訪 上伊那 南信州

木曽 松本 北アルプス 長野 北信

北信 

長野 

木曽 

北アルプス 



9 

表3-5 地域振興局別 狩猟（くくりわな猟）の捕獲効率 

地域 

振興局 

くくりわな猟 捕獲効率（頭／人日） 

H26 H27 H28 H29 H30 R01 R02 R03 

佐久 0.0000 0.0000 0.0000 0.0026 0.0009 0.0011 0.0012 0.0000  

上田 0.0000 0.0000 0.0010 0.0004 0.0022 0.0009 0.0002 0.0009  

諏訪 0.0001   0.0001 0.0002 0.0005 0.0001 0.0001 0.0001  

上伊那 0.0003   0.0019 0.0018 0.0016 0.0003 0.0004 0.0005  

南信州     0.0014 0.0001 0.0002 0.0007 0.0007 0.0008  

木曽 0.0019   0.0047 0.0010 0.0047 0.0008 0.0015 0.0026  

松本 0.0138   0.0011 0.0013 0.0009 0.0006 0.0002 0.0005  

北アルプス 0.0029   0.0026 0.0044 0.0030 0.0031 0.0007 0.0013  

長野 0.0001   0.0023 0.0015 0.0028 0.0015 0.0014 0.0010  

北信     0.0011 0.0010 0.0003 0.0038 0.0048 0.0005  

         

           図3-5 地域振興局別 狩猟（くくりわな猟）の捕獲効率の推移 
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図3-6 狩猟(銃猟)の目撃効率の変化 (5kmメッシュ単位) 
銃猟1人1日あたりのイノシシ目撃頭数。色が濃いメッシュほど目撃頭数が多いことを示す。 

H26年度 H27年度 

H28年度 H29年度 
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図3-6 狩猟(銃猟)の目撃効率の変化 
銃猟1人1日あたりのイノシシの目撃頭数。色が濃いメッシュほど目撃頭数が多いことを示す。 
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３ 長野県のイノシシによる被害状況の変化等 

 農林業被害額の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

R02年度 R03年度 

図3-6 狩猟（くくりわな)の捕獲効率の変化 
くくりわな猟1人1日あたりのイノシシの捕獲頭数。色が濃いメッシュほど捕獲頭数が多いことを示す。 
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H28年度 H29年度 
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図3-6 狩猟（くくりわな)の捕獲効率の変化 
くくりわな猟1人1日あたりのイノシシの捕獲頭数。色が濃いメッシュほど捕獲頭数が多いことを示す。 

R02年度 R03年度 

H30年度 R01年度 
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４ 農林業被害額の推移 

（１） 農業被害額（地域振興局別） 

（２）林業被害額（地域振興局別） 

 
 

（３）令和３年度作物別農業被害額とその割合（県全体） 
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（４）平成28年度と令和３年度の農業被害額の比較（地域振興局別） 

（５）平成28年度と令和３年度の林業被害額の比較（地域振興局別） 

※ 農林業被害額は県実施の「農林業被害額調査」の集計結果によるものであり、以下により 

調査を実施している。 

〔調査方法・項目・対象〕 

 

区分 調査方法 調査項目 被害額算出対象 

農業被害額 各市町村が JA 等関係団

体や農家からの聞き取

り及び報告により、被害

額とりまとめを実施 

・被害面積 
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・被害額 

・農作物 

(稲、麦類、豆類、雑穀、果樹、

飼料作物、野菜、いも類、工芸

農作物、その他） 

林業被害額 各市町村が森林組合等

へ被害区分・被害量を聞

き取り、被害額を算出 

・被害面積 

・被害金額 

・被害材積 

・被害時期 

・林木 

・特用林産物 
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図4-1 令和３年度イノシシによる農業被害額（市町村別） 

（県農業技術課調査） 

〔 〕の数値は該当市町村数 
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５ イノシシの豚熱検査状況 

 

  図5 イノシシの豚熱ウイルスPCR陽性率（感染率）と抗体陽性率(抗体保有率)の推移 

（県農政部家畜防疫対策室調査） 
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６ 対策の効果と課題 

 （１）被害対策方法ごとの効果と課題 
 

  表6-1 対策方法別の効果と課題 

方法  効果  課題  

被害防除対策  

（侵入防止柵の設置）  

・トタン柵、金網柵、ワイヤ

ーメッシュ柵、電気柵を各

地の現地状況により選択さ

れ、設置された。これによ

り、農地への侵入が防が

れ、被害が減少した地域が

ある。  

・設置後のメンテナンスを行わ

ないと、破損部、隙間部分等

から突破され、侵入されてし

まう。  

・周辺の緩衝帯整備が不十分だ

と効果が現れにくい。  

・地形や道路、河川等の状況に

応じて設置しなければ、効果

が低くなる。特に、道路、河

川を横切らざるを得ない部分

（開口部）の対策が課題。  

捕獲対策 ・被害地及びその周辺におい

て加害個体を中心に捕獲を

実施することで被害は軽減

される。 

  

・猟友会員の高齢化により、捕

獲従事者が不足している。  

・民家周辺で出没した際、捕獲

が困難である。  

・捕獲しても、時間経過ととも

に被害が再発する。  

生息環境対策  

（緩衝帯の整備、誘引要

因の除去）  

・イノシシの集落への出没頻

度が減少する。  

・侵入防止柵のメンテナンス

がしやすくなる。  

・担い手の高齢化や離農者の増

加により、果樹や農作物の放

棄や取り残しが発生してい

る。また、緩衝帯整備後、継

続整備の人手不足がある。  

・離農等による耕作放棄地や、

藪が多い河川等も移動ルート

となっているので被害情報マ

ップを活用し、関係者と情報

を共有して取り組む必要があ

る。  
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（２）防除対策の状況 
 

  表6-2 イノシシ防除にかかる進入防止策の主な種類 

防護柵 資材の特徴と価格 
囲い方などの 

ポイント 

野生獣の侵入 

防止効果 

トタン板 
幅80cm以上のトタン板（目隠

効果）200円～500円/m程度 

主にイノシシに対し

て用いる。隙間を作

らないように設置。 

イノシシ：○ 

シカ  ：× 

サル  ：× 

金網 

フェンス 

野生獣に押し広げられにくい

ように10cm以下の目合がよ

い。 

200円～1,200円/m程度 

対象獣に応じた柵の

高さ、設置面の処理

が必要。 

イノシシ：◎ 

シカ  ：◎ 

サル  ：× 

ワイヤー

メッシュ 

イノシシ用は、径５mm以上の

鉄棒で、目合いは10cm以下

（幼獣の侵入防止）のメッシ

ュがよい。250円～500円/m程

度 

主にイノシシ用に用

いる。上部を折り返

すと侵入防止効果が

高い。またシカを防

ぐには２mの高さが

必要。 

イノシシ：◎ 

シカ  ：○ 

サル  ：× 

ネット 

イノシシ、シカは金属線を編

み込んだ獣害専用ネット（目

合いは10cm以下、シカと併用

する場合は５cm以下）が効果

的。 

侵入方向にネットを

垂らしてイノシシ、

シカの侵入防止を図

る。 

イノシシ：○ 

シカ  ：○ 

電気柵 

（電線型） 

アルミ線、針金、あるいは金

属線を編み込んだロープなど

を使用。250円～1,00円/m程

度 

漏電防止のため防護

柵の中では最も除草

に手間がかかる。 

イノシシ：◎ 

シカ  ：◎ 

電気柵 

(ネット型) 

通電性（金属線などを編みこ

んだ）ネット、金属フェンス

等との併用型。 

1,000円～3,000円程度 

主にサルに対して用

いる。管理は同上。 

イノシシ：◎ 

シカ  ：◎ 

サル  ：◎ 

※各防護柵の特徴（野生鳥獣被害防止マニュアル－実践編－ 2007 より抜粋一部修正） 
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（ア）トタン柵  

イノシシには1.2ｍの柵を乗り越えるジャンプ力と、50～60kgの重さのものを押しのける

力があり、トタン板の強度や形状では物理的に遮断はできないが、目隠し効果により一定

の効果を発揮すること、比較的安価で設置も手軽なことから県下各地で導入されている。  

なお、隙間があるとそこを破壊して侵入するケースがある。  

 

（イ）ワイヤーメッシュ柵  

トタン柵よりは高価だが、強度があること、高さが確保できることから導入されている

地域が増えてきている。上部を外側に折り返して高さを誤認させる「忍び返し柵」も効果

的である。なお、目隠し効果がないため、執着の高い農地では繰り返しのアタックにより

破壊される危険性もある。  

 

（ウ）電気柵  

電気ショックにより侵入を阻止するものであり、イノシシの場合、柵を登る能力がない

ため３～４本の電線による簡易柵で効果を発揮し、比較的安価であることから各地で導入

されている。一方で、管理不足による漏電等で効果を発揮しない柵、能力的に十分な電圧

が確保できない粗悪品の柵等も見受けられ、「電気柵は効かない」という誤解の元になって

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

         

 

 

  

トタン柵 電気柵 

ワイヤーメッシュ柵 
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図6-1 侵入防止柵設置位置図（令和３年度県調査） 

（国庫等補助事業による獣類の侵入防止柵を対象に市町村からの提供地図を基にGISで作成） 
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（３）令和３年度イノシシの生息状況・被害対策等アンケート結果 

 管理計画の現状把握と評価を行うため、令和３年度に県内のイノシシの生息状況、被害状況、

被害対策、捕獲活動等の情報に関するアンケートを県が実施した。 

 

・アンケートの回答者の属性と回答状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・アンケ―の内容 

 回答者の管内もしくは活動範囲内における直近 1 年間（令和 2 年度～3 年度）のイノシシの

生息状況、被害状況、被害対策状況、捕獲活動状況の情報を集落（字単位）で収集した。また

被害状況については、現在実施されている特定計画（第 3 期）策定前の状況と比較するため、

5 年前と比較した被害の増減についても情報を収集した。加えて一部の被害対策状況について

はその対策の効果についても情報を収集した。 

 農林業被害及び生活被害の増加率、減少率は、５年前と比べた直近 1 年間（R2～R3）の被

害状況について、集落単位で「増加した」「変わらない」「減少した」「不明」の回答を収集し

た。１つの集落について複数の回答者が回答していることから、「増えた」と回答した対象者

数の割合を「増加率」、「減少した」と答えた対象者数の割合を「減少率」として算出した。結

果（抜粋）については次頁のとおり。 

 

  

回答者属性 送付数 回答数 回答率(%）

市町村 77 77 100.0

環境省 7 4 57.1

鳥獣保護員 78

猟友会 108

鳥獣保護員兼猟友会 11

農業協同組合 118 63 53.4

合計 492 341 69.3

290 67.9
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① イノシシの有害捕獲頭数（集落単位） 

 

※イノシシの有害捕獲頭数は、市町村からの回答のみ表示。  
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② イノシシの農業被害増加率（集落単位）      

 

 ※５年前と比べた直近１年間（令和２年度～令和３年度）の被害増加率を示す。 
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③ イノシシの農業被害減少率（集落単位） 

 

※５年前と比べた直近１年間（令和２年度～令和３年度）の被害減少率を示す。 
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④ イノシシの林業被害増加率（集落単位） 

 

 ※５年前と比べた直近１年間（令和２年度～令和３年度）の被害増加率を示す。 
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⑤ イノシシの林産物被害増加率（集落単位） 

 

※５年前と比べた直近１年間（令和２年度～令和３年度）の被害減少率を示す。 
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⑥ イノシシの生活被害増加率（集落単位）      

 

※５年前と比べた直近１年間（令和２年度～令和３年度）の被害増加率を示す。 

※生活被害は、庭、敷地、道路、土手、水路、墓地等の「掘り起こし」や「出没・侵入」による被害を示す。  



29 

⑦ イノシシの生活被害減少率（集落単位）          

※５年前と比べた直近１年間（令和２年度～令和３年度）の被害減少率を示す。 

※生活被害は、庭、敷地、道路、土手、水路、墓地等の「掘り起こし」や「出没・侵入」による被害を示す。  



30 

⑧ 侵入防止柵を設置している集落の状況（集落単位） 

 

※個別柵とは農地を個々に囲う侵入防止柵を示し、集落柵とは集落全体を囲うような広域的な 

侵入防止柵を示す。 
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⑨ 生息環境対策（やぶ払い）及び捕獲対策を実施している集落の状況 
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⑩ 集落柵設置について「効果あり」との回答があった集落の状況 

 

※集落柵とは集落全体を囲うような広域的な侵入防止柵を示す。 
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⑪ 個別柵設置について「効果あり」との回答があった集落の状況 

 

※個別柵とは農地を個々に囲う侵入防止柵を示す。 
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⑫ 生息環境対策（やぶ払い）について「効果あり」との回答があった集落の状況 
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７ 被害情報マップの作成 
 

  表7 被害情報マップへの記載事項等 

記載する情報  ①生息情報：目撃位置、目撃時期  

②加害情報：加害位置、加害対象、加害の時期  

③防除情報：柵、追い払い等の実施位置  

④捕獲情報：捕獲位置、捕獲方法、捕獲頭数、捕獲の内訳  

⑤その他：餌やりが行われている場所、廃果置き場 等  

情報の把握  

方法例  

①苦情等の集計 

②住民等からの聞取り 

③アンケート  

④現地調査等  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図7 被害情報マップの作成例  
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８ 普及啓発資料  

イノシシによる農業被害対策資料 
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※資料掲載先：長野県林務部鳥獣対策室HP 

https://www.pref.nagano.lg.jp/yasei/yaseichoju_higaitaisaku.html  
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普及啓発資料 

イノシシによる人身被害防止 啓発資料 
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※資料掲載先：長野県林務部鳥獣対策室ホームページ 

https://www.pref.nagano.lg.jp/yasei/yaseichoju_higaitaisaku.html 
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普及啓発資料 

豚熱対策 長野県で狩猟をされる方への協力依頼資料 
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※資料掲載先：長野県林務部鳥獣対策室ホームページ 

https://www.pref.nagano.lg.jp/yasei/ton_korera.html 


